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１．はじめに 

山口線は新山口駅(山口県)から益田駅(島根県)を結ぶ延長約 90㎞の線区であり，SL「やまぐち号」が走行
する路線として有名である．山口線は線区の大半が山間部に敷設されているが，新山口～宮野間(約 16㎞)は
山口市の市街地に位置するため近年宅地開発等が進み，利用者の利便性向上に努めなければならない区間と

なっている． 
今回，その環境変化に対応した降雨運転規制値の見直しを行ったので報告する． 

 
２．運転規制の現状 

現在，JR西日本では表 1に示す区分に基づき降雨
運転規制を行っている．降雨運転規制に用いる指標

として，①時雨量，②連続雨量，③時雨量＋連続雨

量，④5日間積算雨量，⑤累積雨量(一部区間)を用い
ている． 
今回見直しを行った山口線新山口～宮野間は乙区

間に指定されているが，山間部が多いため平成 14
年に乙･丙の区分に関係なく徐行の時雨量規制値(以
下，規制値という)が大幅に改正強化された(40 ㎜→
25 ㎜)．しかし，改正時に設定された規制値では，
警備発令の頻度が多くなりダウンタイムが生じやす

くなった．その結果，鉄道利用者に迷惑がかかる事象が

多発した． 
 
３．現地調査 1),2) 

(1) 構造物境界調査 
調査区間には切取はなく土工等設備の大部分が盛土で

あるため，構造物境界調査として，線路勾配変更点，橋

台との接合部，道路上部箇所等の調査を行った．その結

果，構造物本体に影響する箇所はなかった． 
(2) 周辺環境調査 
周辺環境調査として，広大な土地の造成，広範囲な樹木の伐採等の開発により盛土が埋立てられた箇所の

調査を行った．その結果，盛土区間全体の約 21%が埋め立てられていることが判明した．特に上郷～仁保津
間の盛土区間(1.5 ㎞)では，宅地開発および工業団地の開発によって駅間の約 56%が埋め立てられていた(図
1)．この環境変化による鉄道への雨水集中箇所および排水設備の排水能力の検討を行った結果，地形的な弱
点箇所は無く，排水設備も埋立て時に改良され十分な排水能力を有している状況にあることが判った(図 2)． 
調査結果から，周辺環境の変化は線路にとって好影響となっており構造物への影響は無いと判断した． 

 
降雨運転規制／環境変化／排水設備／斜面評価 

〒732-0057 広島県広島市東区二葉の里 3-8-21 西日本旅客鉄道㈱ 広島支社 施設課(土木防災) ℡.082-261-2143 

表１ 降雨に対する運転規制区間の考え方（在来線） 

区間 区    分 運  転  規  制 

甲
区
間
（甲
Ｓ
） 

高架橋，トンネル，平地

部の素地路盤等の構造物

で崩壊等が考えられない

線区． 
ただし，部分的に崩壊の

恐れがある区間には規制

区間（s区間）を設置する．

一般区間：運転規制（速度制限，

停止）は行わない． 
指定区間：一定の数値を設定し，

基準雨量（s区間）に達した場合，３
０㎞/h 以下の徐行，又は１５㎞/h 以
下の最徐行を行う． 
停止数値は設定しない．巡回警備

は行う． 
当該箇所には［s標］を設置する．

乙

区

間

盛土，切取等の一般土工

区間で，過去の災害歴，防

災設備の整備状況から大

規模な崩壊等が考えられ

ない線区． 

一定の数値を設定し，基準雨量に

達した場合，３０㎞/h 以下の徐行，
又は１５㎞/h以下の最徐行を行う．
停止数値は設定しない． 

丙

区

間

盛土，切取等の一般土工

区間で，大規模な崩壊等が

考えられる線区． 

一定の数値を設定し，基準雨量に

達した場合，３０㎞/h 以下の徐行，
又は列車停止を行う． 

 

図-3 埋立て箇所航空写真 
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(3) 災害歴調査 
過去の災害資料から災害箇所を抽出した結果，谷尾川橋 
梁(S47年)と大坪川橋梁(S61年)において，いずれも河川増水によっ
て盛土崩壊が発生していた．しかし，これらの崩壊は降雨に起因す

るものではなかった．現在は土留壁，橋梁改良等の対策が実施され

防災強度が向上している． 
(4) のり面採点表再検討 
過去ののり面採点表を基に現状におけるのり面採点表を作成した．

その結果，83 箇所ある盛土(このうち 78 箇所が A ランクであった)
の 77 箇所が B ランクとなった．これは，過去に大きな災害が発生
していないことや累積雨量が年平均 1,877㎜/年を経験していること
などをプラスの判断点として評価したためである． 
一方，6箇所の盛土が Aランクとなった．この 6箇所について
は詳細調査を行い，再評価を行った．のり面採点表で Aランクと
なった盛土について，簡易貫入試験，現場透水試験等を行い，限

界雨量 3)に基づく評価を行った． 
その結果，いずれの盛土も現行の規制値を 5㎜以上緩和できる
ことが可能であると判断した(図 3)． 
 
４．調査結果 

上述の結果をまとめたものを表 2に示す．この結果から，当区
間においては十分な降雨強度があると判断し，現行の規制値 25
㎜を改正することとした．過去に発生した災害において最大時雨

量 31 ㎜を記録しており，この値をカバーできる規制値として 30
㎜に設定し，山口線新山口～宮野間の規制値の見直しを実施した． 
 
５．おわりに 

今回，山口線新山口～宮野

間の規制値の見直しを行い，

安全性，定時性，速達性の確

保を実現した．これは，私た

ち保守土木を担当する技術者

としてお客様に提供できる最

大の商品である．広島支社で

はこの手法を基に山陽線白市

～岩国間の降雨運転規制値の

見直しに取組む計画である．今後も効果的な降雨運転規制の実現に向けて取組んでいきたい． 
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図-4 排水設備（伏び） 図 2 排水設備の状況（伏び） 

 

図-6 限界雨量曲線と運転規制値 
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表 2 調査結果 

調 査 内 容 調  査  結  果 
現 場 踏 査 構造物(盛土)本体に問題なし． 
周 辺 環 境 調 査 線路に影響する箇所は見られない． 
過 去 の 災 害 箇 所 調 査 災害後の対策が施工されている． 

過 去 の 降 雨 状 況 調 査 
・ 運転支障なし(87年間，もらい災害除く) 

・ 過去 37年間の時雨量平均値 44㎜ 

の り 面 採 点 表 再 検 討 
環境変化，災害歴，経験雨量等をプラス要因とし，

現状に合致したのり面採点表となった． 
斜面評価プログラムの活用 最新のデータを活用した精度の高い評価を得た． 
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